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重点地区アンケート調査結果報告書 

（府中町／飛屋町内会地区） 
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①調査の概要  

今後の空家等対策の実施にあたり必要となる、空家等及び空家等予備軍に関する実態の詳細な

把握のため、町内会と連携し、町内会長と同行して空家等の現地調査を行った。その後、把握し

た空家等及び空家等予備軍について、固定資産税課税情報の内部利用により納税義務者情報を取

得し、当該義務者に対してアンケート調査を行った。 

 

 

②アンケート概要 

調査地区 府中町飛屋町内会地区 

アンケート調査送付日 
平成 30 年 4 月 4 日（水） 

（回答締切日：平成 30年 5月 11 日（金）） 

送付・回収方法 郵送送付、郵送回収（返信用封筒） 

送付人数（対象棟数） 24 人（37棟） 

送付物 

・アンケート送付状 

・アンケート回答票 

・地図（調査対象建物をマーカーで塗潰し） 

・返信用封筒 

調査項目 

１ アンケートにお答えいただく方について 

２ 対象建物の現状について 

３ 対象建物の管理について 

４ 対象建物の今後の意向について 

５ 空き家バンク制度について 

６ 広島県宅地建物取引業協会への所有者情報の提供について 

※複数の建物を所有する方がいるため、対象棟数より送付人数が少ない。 

 

 

  

１ 調査の概要 
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③アンケート実施地区位置図 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 

 

 

 

（詳細） 
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回答, 25,

67.6%

未回答, 

11,

29.7%

宛先不明, 1, 

2.7%

回答, 13,

54.2%

未回答, 

10,

41.7%

宛先不明, 1, 

4.1％

 

④送付・回答状況 

  

（調査対象者数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査対象棟数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

送付数 24 票 100.0％ 

回答数 13 票 54.2％ 

未回答 10 票 41.7％ 

宛先不明 1 票 4.1％ 

送付数 37 票 100.0％ 

回収数 25 票 67.6％ 

未回答 11 票 29.7％ 

宛先不明 1 票 2.7％ 



5 

 

 

 

 

 

問１(１) あなた又は関係者が、所有又は管理していると思われる建物について確認します。 

対象建物の所有関係についてお答えください。 

 

 

《問１(１)で解体済と回答した場合》 

問１(２) 解体した理由は何ですか。 

 

該当なし 

 

問１(３) 対象建物の建築時期はいつ頃ですか。 

  

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分又は親族など関係者のもの

不明又は心当たりがない

売却又は譲渡済

すでに解体済

18, 90.0%

0, 0.0%

2, 10.0%

0, 0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

昭和２５年以前

昭和２６年～昭和３５年

昭和３６年～昭和４５年

昭和４６年～昭和５５年

昭和５６年～平成２年

平成３年～平成７年

平成８年～平成１２年

平成１３年～平成１７年

平成１８年～平成２２年

平成２３年以降

不明

14, 56.0%

0, 0.0%

2, 8.0%

1, 4.0%

1, 4.0%

1, 4.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

6, 24.0%

（N=20） 

（N=25） 

問１ アンケートにお答えいただく方について 

２ 集計結果 
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問２(１) 現在、対象建物はどのような状態となっていますか。 

 

 

 

《問２(１)で使用が一時的と回答した場合》 

問２(２) 対象建物を使用する頻度はどれくらいですか。 

 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

常時住んでいる（使用あり）

一時的に住んでいない（使用なし）

時々過ごすための家（一時的な使用含む）

仕事場や倉庫として使用

物置や家財置き場として使用

貸物件（入居者又は使用者あり）

貸物件（入居者又は使用者なし）

使用していない

その他

2, 8.3%

0, 0.0%

3, 12.5%

4, 16.7%

4, 16.7%

1, 4.1%

3, 12.5%
7, 29.2%

0, 0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

週に１～２日程度

月に１～２日程度

半年に１～２日程度

年に１～２日程度

農繁期のみ

お盆や正月の短期間

その他

0, 0.0%

2, 66.7%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

1, 33.3%

0, 0.0%

問２ 対象建物の現状について 

（N=24） 

（N=3） 
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《問２(１)で使用なし又は使用が一時的と回答した場合》 

問２(３) イ）対象建物を使用しなくなったのはいつ頃からですか。 

 

 

 

問２(３) ロ）対象建物を使用しなくなった理由は何ですか。 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

昭和２５年以前

昭和２６年～昭和３５年

昭和３６年～昭和４５年

昭和４６年～昭和５５年

昭和５６年～平成２年

平成３年～平成７年

平成８年～平成１２年

平成１３年～平成１７年

平成１８年～平成２２年

平成２３年以降

不明

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

1, 8.3%

0, 0.0%

1, 8.3%

3, 25.0%

0, 0.0% 7, 58.4%

0, 0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

住んでいた人が死亡したため空き家となった

住んでいた人が施設入所又は入院したため

他所へ住宅を新築又は購入・転居したため

転勤などで長期不在のため空き家となった

居住用に取得したが入居していない

賃借人が転居したため空き家となった

相続等により取得したが居住者がいない

相続人が決まらないため空き家となった

その他

6, 46.1%

2, 15.4%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

3, 23.1%

2, 15.4%

0, 0.0%

0, 0.0%

（N=12） 

（N=13） 
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問３(１) 現在、対象建物の実際の管理はどなたがされていますか。 

 

 

 

問３(２) 対象建物の維持・管理（清掃、草刈りなど）はどのようなことを行っていますか。 

【複数回答可】 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

本人又は家族

親族

対象建物の近所の方

知人

不動産業者

誰も管理していない

その他

16, 76.2%

4, 19.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

1, 4.8%

0, 0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

建物内の清掃

庭の手入れ、草刈、剪定

空気の入れ替え

破損箇所の小修繕

仏壇等の管理

何も行っていない

その他

8, 21.1%

8, 21.1%

9, 23.6%

8, 21.1%

2, 5.2%

3, 7.9%

0, 0.0%

問３ 対象建物の管理について 

（N=21） 

（N=38） 
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問３(３) 対象建物の維持・管理（清掃、草刈りなど）はどのくらいの頻度で行っていますか。 

 

 

 

問３(４) 対象建物の維持・管理にかかる年間の費用はどのぐらいですか。【複数回答可】 

 

 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

週１回以上

２～３週間に１回程度

月に１回程度

２～３ヶ月に１回程度

半年に１回程度

１年に１回程度

ほとんどしていない

１回もしたことがない

わからない

1, 5.3%

1, 5.3%

5, 26.3%

2, 10.5%

4, 21.0%

1, 5.3%

2, 10.5%

1, 5.3%

2, 10.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

0円

15,000円

30,000円

70,000円

90,000円

100,000円

300,000円

未記入

2, 8.0%

2, 8.0%

3, 12.0%

1, 4.0%

1, 4.0%

2, 8.0%

3, 12.0%

11, 44.0%

（N=19） 

（N=25） 
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問３(５) 対象建物の維持・管理について困っていることはありますか。【複数回答可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

管理の手間が大変

身体的・年齢的な問題

現住所から対象建物までの距離が遠い

管理を頼める相手がいない

管理の委託料が高い

建物に付帯する田畑・山林等の管理が大変

特に困っていない

その他

10, 31.3%

8, 25.0%

5, 15.6%

1, 3.1%

1, 3.1%

0, 0.0%

7, 21.9%

0, 0.0%

（N=32） 
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問４(１) 対象建物の今後の活用・整理について、どのようにお考えですか。【複数回答可】 

 
 

 

問４(２) 対象建物の今後の活用・整理について、困っていることや心配している事はあります

か。【複数回答可】 

 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

売却したい又は売却してもよい

賃貸したい又は賃貸してもよい

今後も自分又は家族が管理をする

将来自分又は家族が住む

セカンドハウスとして時々住むために維持する

他の用途に使用したい

子や孫に任せたい（相続する）

地域やＮＰＯ等に活用してもらいたい

解体したい

予定なし（現状のまま）

その他

6, 18.8%

1, 3.1%

5, 15.6%

1, 3.1%

4, 12.5%

0, 0.0%

7, 21.9%

1, 3.1%

2, 6.3%

4, 12.5%

1, 3.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

使用予定もなく、どうしたらよいか分からない

解体したいが費用が高くて解体できない

解体して更地にすると固定資産税が上がる

賃貸・売却したいが相手が見つからない

リフォームをしないと使用できる状態ではない

家財や仏壇をどうしたらよいか分からない

敷地内に先祖の墓があり、賃貸・売却が困難

先祖代々の家であり、自分だけでは判断できない

権利関係でもめている（相続など）

知らない住民が入居し近所に迷惑をかけると心配

愛着があり、他人には賃貸・売却できない

庭の手入れなどができず、管理に困っている

田畑や山林があり、賃貸・売却が困難である

接道の問題があり、建替・売却が困難である

その他

9, 20.0%

10, 22.2%

10, 22.2%

4, 8.9%

4, 8.9%

1, 2.2%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

0, 0.0%

5, 11.1%

0, 0.0%

0, 0.0%

2, 4.5%

0, 0.0%

問４ 対象建物の今後の意向について 

（N=32） 

（N=45） 
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問５(１) 府中市空き家バンク制度をご存知ですか。 

 

 

 

問５(２) 今後、この制度への登録についてどのようにお考えですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

名前は聞いたことがある

知らない

4, 20.0%

5, 25.0%

11, 55.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

今後登録したい

既に登録している

条件によっては登録したい

登録したくない

わからない

3, 15.0%

0, 0.0%

3, 15.0%

6, 30.0%

8, 40.0%

問５ 空き家バンク制度について 

（N=20） 

（N=20） 
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《問５(２)で登録したくないと回答した場合》 

問５(３) 登録したくない理由は何ですか。 

 

 

 

問５(４) 市から空き家バンク制度の詳しい資料を希望されますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今後、使用する予定がある

他人に売却・賃貸する予定がある

不安がある（制度の内容が不明など）

その他

5, 83.3%

0, 0.0%

0, 0.0%

1, 16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

希望する

希望しない

13, 68.4%

6, 31.6%

（N=6） 

（N=19） 
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広島県宅地建物取引業協会へ所有者情報を提供することに同意されますか。 

 

 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

同意する

同意しない

8, 36.4%

14, 63.6%

問６ 広島県宅地建物取引業協会への所有者情報の提供について 

（N=22） 
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回答率について 

・アンケート送付数 24票に対する回答数は 13票、回答率は約 54％であった。 

 

 

問２ 対象建物の現状について 

・【問２（１）】空き家と思われる建物についてアンケートを送付したが、物置としての使用

や一時的に使用しているとの回答も多く、使用していないとの回答率は約 29％となった。 

・【問２（３）】建物を使用しなくなった理由は、居住者の死亡によるものが約 46％と多い。 

 

 

問３ 対象建物の管理について 

・【問３（１）】アンケート回答者のうち、本人や家族・親族などが管理をしていると回答し

た方の合計割合は約 95％、管理していないという回答率は約 5％となった。 

 

 

問４ 今後の意向について 

 ・【問４（１）】今後の活用・整理の考えについて、子や孫にまかせたい（約 22％）、売却し

たい（約 19％）、今後も自分や家族が管理する（約 16％）との回答に対し、賃貸したい

又は賃貸してもよいとの回答は約 3％と低い結果となった。 

 ・【問４（２）】今後の活用・整理で困っていることについて、解体したいが費用が高くて解

体できない（約 22％）、解体して更地にすると固定資産税が上がる（約 22％）との回答

率が高く、使用予定もなくどうしたらよいか分からない（約 20％）との回答率も高い結

果となった。 

 

 

問５ 空き家バンク制度について 

 ・【問５（１）】空き家バンク制度について、知らないと答えた方の割合が約 55％と高い結

果となった。 

 ・【問５（２）】空き家バンク制度への登録について、登録したい又は条件によっては登録

したいという方の合計割合が 30％、登録したくないという方の割合が 30％、わからない

という方の割合が 40％となった。 

 

 

 

【まとめ】 アンケート調査結果の総評について 


